
 
  

４ 「仕事のやりがい」の実感 

 ① 分野別実感の概況 

  ア 分野別実感の推移 

実感平均値は 3.41 点であり、基準年調査より 0.12 点低下しています。 

ｔ検定を行った結果、昨年調査結果に比べて有意に低下していることから、当該分 

野の実感は低下していると考えられます。 

  イ 属性別の状況 

   ○ 令和４年県民意識調査の状況 

   ・ 職業別では、「60 歳以上の無職」が低く、「自営業主」が高くなりました。 

   ・ 世帯構成別では、「ひとり暮らし」が低く、「夫婦世帯」が高くなりました。 

   ・ 子の人数別では、「子どもはいない」が低く、「３人」が高くなりました。 

   ○ 令和４年県民意識調査と基準年調査との比較 

基準年調査と比較して有意に変化した属性は表５のとおりでした。 

  表５ 「仕事のやりがい」の実感において有意な変化があった属性と基準年差 

属性 H31 R４ 
R4-H31 

（対基準年差） 

県計 3.54 3.41 ▲ 0.12 

性別 男性 3.53 3.42 ▲ 0.11 

女性 3.54 3.41 ▲ 0.13 

年代 20～30 歳 3.49 3.18 ▲ 0.32 

70 歳以上 3.72 3.45 ▲ 0.28 

職業 臨時雇用者 3.53 3.31 ▲ 0.22 

60 歳以上の無職 3.32 3.09 ▲ 0.23 

世帯構成 ひとり暮らし 3.51 3.20 ▲ 0.31 

３世代世帯 3.60 3.44 ▲ 0.16 

子の人数 ３人 3.74 3.54 ▲ 0.20 

居住年数 20 年以上 3.53 3.41 ▲ 0.13 

広域振興圏 沿岸広域振興圏 3.57 3.35 ▲ 0.22 

② 分野別実感が低下した要因 

 ・ 県民意識調査の結果、実感が有意に低下した属性は、表５のとおり幅広く存在して

おり、特徴的な属性は確認できませんでした。 

  ・ 補足調査で把握している「分野別実感の回答理由」で、実感が低下した人の回答理

由は以下のとおりでした。 

    (ア) 現在の収入・給料の額 

    (イ) 現在の職種・業務の内容 

    (ウ) 将来の収入・給料の額の見込み 

        (エ) 職場の人間関係 

・ 補足調査結果において、実感が低下した人の上記回答理由と、実感が横ばい、上昇し

た人の回答理由を比較しても特徴的な要因は抽出できませんでした。 

  ・ 以上を踏まえ、当該分野の実感が低下した要因は、「現在の収入・給料の額」、「現在

の職種・業務の内容」、「将来の収入・給料の額の見込み」、「職場の人間関係」であると

推測されます。 

 ③ 継続して低値で推移している属性の要因 

資料２－④－１ 



 
  

   平成 28 年から令和４年までの県民意識調査で、一貫して低水準（３点未満）で推移し

ている属性はありませんでした。 


